
【公民館による事業評価】

《判定例》
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Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

事業分類 実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

事業意図

工夫

〇南部保健センターで行われている「幼児歯科検診」で対象年齢の幼児を持つ保護者にチラシを配布
〇佐倉市のLINEで情報発信や、申し込みは「ちば電子申請サービス」を活用するなどDX推進に取り組ん
だ。
〇１年間を通して事業を展開

成果
〇通年開催としたことで子どもたちも集団行動に慣れていった。
〇回が進むにつれて、お母さん同士も地域情報や子育て事情などの話をし、交流を深めていった。
〇DX推進　①LINE使用　②ちば電子申請サービスでの申し込み。

趣旨
〇様々な体験活動を通して、幼児の想像力や豊かな心を育み、同年齢の友達と触れ合うことで幼児期の人格
形成を促す。
〇参加者同士の交流を図り、地域における仲間づくりの機会を提供する。

内容
〇親子で一緒に絵本の読み聞かせや簡単な工作、親子あそび・体操など
〇年間通して１講座１５回で開催。また、１１月には家族参観日を設け、父親等の子育て参画を促す。

対象者 2歳児とその保護者
参加者数
(延べ）

119人
（１２月分まで）

募集方法
こうほう佐倉・市ホームペー
ジ・チラシ・市公式ライン等

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

事業目的 生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

日程 ５月～２月　全１５回 講師 楽母楽子　廣田　和子氏

【公民館作成】　事業評価資料　　 根郷 公民館 № 4

事業名 みんなと遊ぼう　ぽっぽちゃんくらぶ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

総合評価 A 　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

特記
参加者が定員に達しなかった。
担当と講師との間に良好な信頼関係が築けていた。

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

参加費 無料

有効性 A ・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

効率性 A ・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

課題
〇関係性を保つよう支援することができなかった。
〇定員に達しなかった。

項目 評価 視点

必要性 A ・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

優先性 A ・事業の優先度は高いか。

公平性 B ・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

《凡例》



☆公民館運営審議委員付帯意見 （A：適切で成果あり　　B：成果はあるが、改善の余地あり　　C：要改善）

委員③ 幼児が安心して遊びに行ける近くの公民館は、理想的といえる。特別なことがなくても、親の負担もか
からず集えてためになる活動であった。未就園児の人とのかかわりを学ぶ大切な機会である。

総
合
評
価

A

委員④ 幼児同士のふれあい、保護者と幼児との関係、保護者同士のつながり等、回を重ねるごとに、親近感や
楽しさがましているように思います。幼児が参加者や保護者から愛情を感じている、大事にされている
と感じる時間になっていると思います。総

合
評
価

A

委員① （特になし）

総
合
評
価

A

委員② 回数も多いので、それに比例した参加人数が報告されていると思われるが、親子で参加できる企画とい
うのは魅力が大きいのだろうと思う。それでも定員に達しなかったのを課題にあげているが、今年度の
学校現場を見てもわかるように、夏からコロナ以上にインフルエンザの大流行に悩まされ、参加を控え
たということもあったように思う。感染症の拡大期であれば、幼児を連れて集まるということが憚られ
たと思われるが、改善されているのであれば、講座の内容だけでなく、同じように子育ての喜びや悩み
を抱えた親の、コミュニティの場にもなるはずである。現状規模で継続の見通しを持っているようなの
で、さらに参加者が増えることを期待したい。

総
合
評
価

A

委員⑦ 寿大学とともに、根郷公民館の歴史を刻んできた「ぽっぽちゃんくらぶ」です。この運営には歴代職員
にとっても、特別な思い入れがあるのでしょう。これまでこのくらぶを経験した保護者と子どもたちは
どのくらいの数にのぼるでしょうか。安定した事業にも映りますが、留まることのない少子化と家庭を
取り巻く社会環境の変化に対応しながら、これからも看板事業として必要とされ続けることを期待しま
す。

総
合
評
価

A

委員⑧ 〇核家族化が進み、さらに地域コミュニティに参加しづらい若い父母には、年間１５回も続くこの取り
組みは有難いし貴重なものだと思います。子育ては周りに応援してくれる人が不可欠です。児童養護施
設には近年経済的な理由よりも虐待等で看護養育が不適切な親から引き離された子どもが多く収容され
ています。子育ての支援は社会的に重要なことです。参加者がもっと多くなるように広報を繰り返され
るとよいと思います。
〇あえてもう一つ、お父さんにも参加できるような工夫はできないでしょうか。夫婦が子育ての共通理
解を図る場にもなると思います。

総
合
評
価

A

委員⑤ 親子での体験が親としても良い体験になるかと。

総
合
評
価

A

委員⑥ 親子の絆を大事にすること、又、子ども同士触れ合うことで幼児期の人格形成を促したり、とてもよい
企画だと思います。参加者が少なかったのは残念ですが、これからも是非継続してもらいたいです。

総
合
評
価

A



委員⑪ なにかの理由で保育園又は幼稚園等に通園していない子供を対象にしている点はすばらしい。しかし、
範囲を広げるため休日にしてはどうですか。市の子育て支援事業の一環としてとらえることも重要で
す。

総
合
評
価

A

委員⑫ 　子育てに不安を持つ保護者は、保健センターやこども館等の事業を始め、より多くの場でこのような
事業を求めています。1年を通して行われる点も非常に評価できるこの講座は、その内容に関しても素
晴らしいものだと思います。ただ、開催日が第2・第4の金曜日というのが問題だと思います。この講
座が保育所の補完的位置づけであれば理解できますが、子育てに不安を持つ保護者全体を対象とするの
であれば、諸々の問題があると思いますが、土曜日か日曜日に開催することを検討するべきだと思いま
す。内容的には素晴らしい講座なので参加者は確実に増えると思います。

総
合
評
価

B

委員⑨ 　２歳児とその保護者を対象とする事業で、通年開催にしたことで参加者同士の交流が深まりよかった
と思います。

総
合
評
価

A

委員⑩ 「幼児の豊かな心を育み、同年代の友達と触れあって幼児期の人格形成を促す」という趣旨での企画は
素晴らしい事業だと思います。また、保護者同士の育児についての育児方法の悩みなどについて、相談
や情報交換を行える場にもなっていることを考えると、保護者の足を公民館に向けさせる切っ掛けにも
なると思います。地域ぐるみの育児支援の場の提供と、地域での環境づくりをこれからも継続してくだ
さい。

総
合
評
価

A

委員⑮ 寿大学の盛況は地域密着で良いと思います。参加者が少ないとの反省は来年度に期待します。

総
合
評
価

A

委員⑬ １．事業目的は情操教育に資すると思うのでいい題材だと思います。
２．１年間のロングランなので参加人数を増やしたいところ
３．もっとSNS等活用して宣伝活動を多方面に検討してみてください。総

合
評
価

B

委員⑭ 幼児の育成だけでなく親たちのコミュニティづくりの手助けとしてもこの事業は賛成です。
紙やハサミを使う室内遊びだけでなく、家庭ではなかなか出来ない泥んこ遊びの体験も考えていただき
たい。自然の中から生まれる創造力は貴重だと思います。総

合
評
価

A


